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私達は　患者さんの悩み、 苦しみに共感し

安全に十分に配慮しながら、 良質の医療を提供します

済生みと
特集 新しい力を育てる－看護部の新人教育
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健康寿命を伸ばそう

　日本の社会の高齢化はとどまるところを知らず、

2016 年の平均寿命は男性が 81 歳、女性が 87 歳

で、世界トップクラスを誇っています。しかし、人

の世話にならずに自分で身の回りのことが出来る期

間を指す健康寿命は、男性が 72 歳、女性が 76 歳で、

それぞれ 9 年、11 年の差があります。この間ヒト

は誰かしらの世話になって生きていくことを余儀な

くされているわけで、家族に迷惑をかけないように

ころり観音やぽっくり寺参りが行われ、水戸ではア

ジサイ寺である二十三夜尊桂岸寺のぴんころ地蔵が

有名です。

　自分でトイレに行きたいというのは人間誰しもが

思うところです。核家族が当たり前のこの時代、施

設に入っている高齢者は結構介護用おむつを付けて

いるなどという事実は、あまり若い人たちの目に触

れなくなっています。現在、介護が必要になる原因

で最も多いのは、大腿骨近位部骨折などの整形外科

疾患となっています。自分の親などが転倒して骨折

し動けなくなって初めてショックを受けるのではな

いでしょうか。

　実際に整形外科の分野では高齢者の大腿骨近位部

骨折は年々増加しており、70 歳から 100 歳代まで

の方がほとんどで、そのままにしておけば寝たきり

になってしまうためなるべく早く手術を行い、リハ

ビリを開始することが重要となります。茨城県の県

央地区ではネットワークを作り、周辺の急性期５病

院と、リハビリ病院 17 病院とでのスムーズな連絡

を行えるようになりましたが、このようにまとまっ

て連携できている地域は全国的にもあまり多くない

ようです。　　　　　　　　

　なお、この高齢者の骨折自体をおこしにくくする

ためには骨粗鬆症対策が必要ですが、こちらがなか

なかうまくいきません。日本整形外科では運動器不

安定症からはじまり、ロコモティブシンドロームに

名前を変えて啓もう活動をおこないましたが、残念

ながらあまり認知されておりません。そこで当院で

は近隣の整形外科の先生方と、水戸地区 OLS（オス

テオポローシス＝骨粗鬆症・リエゾン・サービス）

研究会というのを立ち上げて、骨粗鬆症の予防、治

療について活動を始めましたが、対象が多いので今

後は内科の先生方にも協力をお願いしようと思って

いるところです。まずは骨密度検査を受けたり、ロ

コチェック（片足立ちで靴下がはけない、家の中で

つまづいたりすべったりする、階段を上るのに手す

りが必要である、横断歩道を渡りきれない、15 分

くらい続けて歩けない）を行い、一つでもあてはま

るようなら運動器の衰えが考えられるので、お近く

の整形外科で相談していただきたいと思います。

地域の皆様へ

生澤　義輔  水戸済生会総合病院　　副院長
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　当院では、春の看護週間やクリスマスなどの時期に、音

楽ボランティアの方々の協力を得ながら 2時間程度の演奏

会を開催していますが、院内での集会の場や病棟でも「ミ

ニコンサート」が催されています。

　9月 13 日に新館４階の病棟ロビーで開かれた「秋のミ

ニコンサート」には、入院中の患者さんやご家

族の皆さんが集い、憩いのひとときを過ごされ

ました。

　来場された方々は、普段とは様相の違う職員

の演奏に驚いたり、初めて触れた楽器の感触を

確かめたりと、小さな演奏会ならではの雰囲気

を楽しんでおられました。少人数で和やかに鑑

賞できること、看護職員の付き添いで、患者さ

んご自身のペースで参加できることなどが、ご

好評をいただいている理由と言えそうです。

　Topics院内外の活動から

市民公開講座に ｢鬼嫁さん」が登場

　本年度第１回の市民公開講座を

8月 26 日に院内で開催しました。

今回は , 特定非営利活動法人認知

症ケア研究所所属の「劇団いくり」

の皆様を講師に迎え、「認知症へ

の理解」をテーマに、レクチャー

と寸劇をセットにした親しみ易い

内容で講演していただきました。

　講座前半は、劇団員である看護

師の松岡佳美先生から、認知症

の症状の特徴や進行度合いの判

別などについてご講演いただきま

した。「『オニヨメさーん！』と呼

んでくださいね」と、派手なメー

キャップで登場した講師に、受講

された皆さんは大喜び。リラック

スした様子で講演に聴き入ってお

られました。

　後半は、ホール内に設えたセット上で、

認知症の症状が出始めた高齢者の様子とそ

の家族の日常の対応などが演じられました。

　ユーモアあふれる役者さんの所作に会場

は終始笑いに包まれましたが、実際に介護

施設などを運営している劇団の皆さんの演

技は迫真そのもの。笑いの中にも時には何

度も深く頷きながら目に涙を湛える受講者

の方も数多く見受けられました。

病棟ミニコンサートの人気上昇中
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十分な時間をかけて一人ひとりの能力を高めます

新人看護師を育てる
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「ひよっこ」から信頼されるナースへ

　当院看護部では、人材育成を進めるための中核組織とし

て「看護部教育委員会」を設置し、研修会の開催や実地指

導に取り組んでいます。　

　私たちは、同委員会の新人研修担当グループメンバーと

して、国の定める「新人看護職員研修ガイドライン」に沿っ

て、新人看護職員の知識・技術・態度面の習得やメンタル

ヘルスケアの機会を設けるなど、年間を通して研修を企画

運営しています。

　新人看護職員に対しては、課長、主任をはじめ、実地指

導者や教育担当者と協力し見守りながら「部署全体で育て

ていく」環境を提供していくことを心がけ、そして共に学び、

共に成長していきたいと思っています。

　新人看護職員が入職して半年以上が経過しました。それ

ぞれが看護専門職としての自覚を持ち、先輩スタッフとの

コミュニケーションの大切さや、協力して看護を実践して

いくことの大切さを実感し、日々振り返りながら頑張ってい

ます。まだまだ未熟な部分もあります

が、周囲の応援を受けながら成長してい

ます。

　私たち新人研修担当メンバーも持ち前

のチームワークを発揮し、今後も実践を

想定した研修を行い、新人看護職員がそ

の成果を日常の看護に生かせるよう、学

びの場を提供していきます。

看護部主任（新人看護教育担当）　美野輪 由実子

❶ 実務を通じたスキルアップ

❷ 患者様の気持ちにより添うケア

❸ 医療チームの一員としての自覚

オリエンテーション　技術研修 4月

フォローアップⅠ　技術研修

技　術　研　修

チームナーシング　夜勤開始

フォローアップ研修

多 重 課 題 研 修

1 年 間 評 価

５月

６月

７月

８～ 10 月

12 月

３月

新人看護師の教育カリキュラム

入職間もない 4 月に入職者全員で。前列中央は樫谷看護部長。中列両端が堀川（右）、檜山両副看護部長

コミュニケーション技術を学ぶ上でも大切なグループ
ワーク。戸惑いがちに言葉をつないでいた時期は過ぎ、
堂々と意見を発表できるようになってきました。



右：インスリン取り扱いの実技演習。将来、患者さんへの指導も必
要となるため、注射針の扱いや器具の管理などを基礎から学びます。
下：血糖値の測定演習。操作の基本を学びます。
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診療案内

上と左：挿管介助の演習。気管挿管は確実
に気道確保を行うための方法であり、これ
が必要とされる時は患者さんが命の危機に
直面している場合がほとんどです。緊張し
た場面で看護師が慌てずに介助の役割をこ
なせるよう、気管挿管の基礎知識や介助の
手技・手順、看護のポイント、合併症など
について演習します。
右：吸引の練習。異物吸引、喀痰の吸引な
どの実技演習。

採血モデルでの採血の演習。看護師にとって採血は避け
て通れない業務。手順や注意を要する事項を学びます。

夜間を想定した演習。巡視の場面。患者さんの睡眠の妨げにならないよう
な配慮や、安全を守るための観察について学びます。

12 誘導心電図装着と測定の演習。12 誘導心電図について、異常波形などの講義を受
けました。
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上と左：研修の主会場。ICT 委員会のメンバーの説明・指導で、防護服を装着。

   防護服着装のまま徒歩で別会場に移動し、外来診療を疑似体験。
N95 マスク着用での呼吸条件の変化やシールドによる視界の制
限、二重の手袋など、通常とは異なる条件下でも機器取り扱い
に支障が出ないよう、可動範囲、触感などを確認します。

新型インフルエンザ対策
研修会を開催

　新型インフルエンザの感染拡大という万一の場合に

備えて、今年も 10 月 6 日に防護服の装着訓練などを

中心とした研修会を開催しました。

　2009 年に A/H1N1 の流行がありましたが、現在も病

原性の高い新型インフルエンザの発生が懸念されてお

り、2012 年には「新型インフルエンザ等対策特別措置

法」が施行されました。政府行動計画、ガイドライン

等が作成され、当院でも診療継続計画を策定していま

す。

　当院では、全職種で構成する「ICT 委員会」が中心

となって日常の感染対策活動の質の向上に努めていま

すが、新型インフルエンザのような緊急・重大な感染

症の発生にも対応できるよう、啓発のための研修会の

開催や個人防護具の整備などを進めています。

　この日の参加者は約８０名。感染が拡大して多くの

患者さんが外来を受診されるような状況の下では、診

療に当たる医師をはじめとする医療スタッフはもちろ

ん、事務職員なども第一線で患者さんに接することに

なるため、当院全職種のスタッフが参加して真摯に実

地訓練に取り組みました。

N95 マスクの着脱方法、注意点などを事前に確認

N95 マスクの定性的・定量的フィットテスト
を体験

装着同様に、感染を防ぐための脱衣の手順、
廃棄の方法なども大切な研修事項。

ICT 委員会報告
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　水戸市河和田にて平成 29年 4月より在宅療養支援

診療所の院長となりました細谷と申します。平成 11

年に筑波大学医学専門学群を卒業し、麻酔科専門医

として水戸済生会総合病院、日立製作所日立総合病

院などで急性期医療に携わって参りました。

　学生の頃から緩和医療に興味があり、麻酔科在籍

時から密かに研鑽を積んでおりました。麻酔科も決

して人員が充足しているわけではない中、私の希望

を聞き入れて優しく送り出して下さった筑波大学の

田中教授を始め医局員の皆様に感謝しております。

　当院では患者さんが希望する「日常」を重視し、

生活上の目的・目標を達成するための適切な医療の

選択肢をご紹介することが在宅医の使命であり、そ

してその延長線上に在宅での看取りがあると考えて

おります。地域の皆様で「できる限りお家に居たい！」

「最期は家で…」というご希望をお持ちの方やそのご

家族の方に、少しでも貢献できましたら幸いです。

　日頃より在宅医療を実践する中、協力医療機関と

して水戸済生会総合病院の先生方、スタッフの皆様

には多大なるご支援をいただき、この場をお借りし

まして厚く御礼申し上げます。今後ともご指導の程

宜しくお願い致します。

水戸済生会総合病院では連携医療機関の先生方との
合同症例検討会を開催しています

■　29年 11月～ 30年 2月の開催予定　11 月 1 日（水）  29 年 12月 6 日（水）　2 月 7 日（水）

「お家に居たい」 を応援します

会場：当済生会新館 5 階 丹野ホール
日時：毎月第１水曜日（1 月・5 月休会）　毎回、原則午後 7 時に開会します。
内容：　１ 当院医師による症例発表と意見交換
　　　　２ 当院医師及び外部講師によるミニ講演
　　＊　この検討会に出席された方には生涯教育講座参加証を発行しています。

Partner   

水戸あおぞらクリニック
　　院長　細谷　真人　先生

曜　　　日 月 火 水 木 金 土 日 祝
午前　9:00 ～ 12:00 ○ ○ ○ ○ ○

午後  16:00 ～ 18:00 ○ ○ ○ ○

在宅療養支援診療所　内科（ペインクリニック）

〒 311-4152　水戸市河和田 3-2337-12
TEL  029-350-8181　　FAX  029-350-8787
Email：zaitaku8181 ＠ gmail.com
ホームページ：www.ne.jp/asahi/mito/aozora/

参加についてのお問い合わせは →  当院 地域医療連携室 まで　０２９－２５４－５１５１（病院代表）
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外来診療のご案内

■ 専門科の救急対応、緊急手術などにより、担当医師・診療時間を予告なく変更する場合があります。

■ 診療についての詳細は当院ホームページをご覧ください。　　(http://www.mito-saisei.jp)

◆ 平成29年 10月 11日現在

診療科 月 火 水 木 金

内　　科
受付（8:30 ～ 11:30）

午前

初診
青木（消化器）
柏村（消化器）
樋口（循環器）

郡司（腎   臓）
櫻井（消化器）
山田（循環器）

西久保（腎　臓）
大川原（消化器）
前村（循環器）

千葉（循環器）
渡辺（消化器）
大平（循環器）

佐藤（腎臓）
隔週　宗像・金野（消化器）

川松（循環器）

再診

山田（循環器）
川松（循環器）

＊第 3 週 AM のみ

櫻井（消化器）
村田（循環器）
黒澤（腎　臓）

仁平（消化器）
長山（血　液）

　　　＊予約のみ

青木（消化器）
大平（循環器）
椎名（腎　臓）

渡辺（消化器）
金野（消化器）
仁平（消化器）
千葉（循環器）
海老原（腎臓）

大川原（消化器）
宗像（消化器）
石橋（循環器）
佐藤（腎　臓）

柏村（消化器）
長山（血　液）

　　　＊予約のみ

川原（循環器）
＊第 2・４週のみ

萩原（膠原病）
樋口（循環器）
郡司（腎　臓）

午後
再診
予約制

第 3　堀米
( 成人先天性心臓病外来 )

後藤（循環器） 會澤（循環器） 前村（循環器）
隔週　山口（腎臓）

山本（消化器）ICD( 循環器 )
腹膜透析外来 腹膜透析外来

外　　科
受付（8:30 ～ 10:30）

午前 初診 田野井 杉 朴 東 貝塚
再診 高久 朴 高久 東

午後 予約 高久 東
禁煙外来は予約制。予約は 15 時～ 16 時 30 分、診察時間は 13 時 30 分～ 15 時 30 分。 （第 2・第 4 禁煙外来）

心臓血管外科
呼吸器外科

受付（8:30 ～ 11:30）

１診 倉持 倉岡 篠永 （休診） 三富

特診
第 2・４金曜

筑波大学呼吸器外科
教授　佐藤幸夫

小児科
受付（8:30 ～ 11:30）

予約は慢性疾患のみ

午前 内谷 工藤 内谷 工藤 内谷

午後
（健診、予防注射、予約制）
健診受付（14:00 ～ 14:30）
予防接種受付（14:30 ～ 15:00）

内谷（予約制） 内谷（予約制）

整形外科
受付（8:30 ～ 11:00）

午前

１診 秋山 鞠子 岩瀬 星 八幡
２診 須藤 野崎 八幡 須藤 鞠子
3 診 野村 生澤 野村 秋山 生澤
　　　初診は紹介状持参の方、当院で入院・手術をされた方、1 年以内に当院受診のある方のみ。

午後 生澤（関節外科） 野村（脊椎外科）
午後は 15:00 ～ 16:00 まで。いずれの曜日も予約制。

形成外科
受付（8:30 ～ 11:30）
午後（15:00 ～ 16:00）

午前
初診 沢田 藤田 第 1,3,5 藤田

第 2,4 佐々木 藤田
沢田

再診 芳賀 芳賀（第 4 中山） 芳賀
午後 （手術） 藤田（再診のみ） （手術） （手術） 沢田

脳神経外科
受付（8:30 ～ 11:30）

午前 １診 森 森 井口 井口 森
２診 井口 渡辺 松村

午後 早野（13 時～ 15 時）

皮　膚　科
受付（8:30 ～ 10:30）

午前 １診 神﨑 神﨑
手術

神﨑 神﨑
２診 山田 山田 大矢

午後 手術・レーザー（予約） 手術 手術・レーザー（予約） 手術・レーザー（予約） 手術・レーザー（予約）

泌尿器科 午前
１診 池田 宮永 松本 宮永 宮永
２診 福原 福原 松本

 受付　月・金曜日（8:30 ～ 10:30）　　火・水・木曜日（8:30 ～ 11:00）　

産婦人科
受付（8:30 ～ 11:00）

午前

初診予約外 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医
産科 藤木 加藤 山田 中村 人見

婦人科
第 1,3,5 人見

第 2,4 施 益田 加藤 山田 第 1,3,5 須藤
第 2,4 兒玉

午後
専門外来１ （自己血貯血） （自己血貯血予備日） 兒玉 （胎児・遺伝） （1 ヵ月健診）

専門外来 2 佐藤 益田 藤木 （1 ヵ月健診）

眼　　科
受付（8:30 ～ 11:30）

午前
加畑 加畑 佐藤 加畑 佐藤
佐藤 守屋 田崎 佐藤 守屋

耳鼻咽喉科
午前（8:30 ～ 11:00） 尾田 田中 担当医 宮部 宮部
午後（14:00 ～ 15:30） 尾田 田中 担当医 宮部

ペインクリニック
受付（8:30 ～ 10:30）

午前 澤井 大久保 奥山
初診は、紹介状持参の方、当院１年以内に受診のある方のみ。

歯科口腔外科
午前（8:30 ～ 11:00）

武内・飯島 武内・ 飯島 武内（第 1,3,5）・ 飯島 武内・ 飯島 武内・ 飯島
午後（13:30 ～ 15:00） 武内（予約）・飯島 武内（予約）・飯島 手術日／初診変更の場合有り

放射線科
血管内治療 遠田（不定期）
放射線治療 橋本 唐澤（不定期）

緩和ケア診療科
14:00 ～ 16:00 吉村 斉藤 吉村 斉藤

（完全予約制） （予約制）予約は緩和ケア外来　→　病棟　電話 029-254-9165（直通）まで

 

予
約
制


